
発
言
順

質問議員 質問番号 質問事項 質問枝番

1 藤原義春 1 1

2

3

4

5

2 1

2

3

3 1

2

2 大沢淳 1 1

一問一答
方式

2

2 1

2

3

4

3 1

2

3

4

3 武藤倫雄 1 1

一問一答
方式

2

3

2 成年年齢の引下げ
における町の対応
について

1

南部地域包括支援
センターについて

有機農産物１００
％の給食の実現を

詐欺犯罪グループ
から生徒を守るた
めに

アフターコロナを
含めた適正な会計
処理と経理につい
て

野洲市の債権管理条例、くらし支えあい条例の精神を。

滞納をきっかけに生活困窮者支援につなげていく仕組みを。

適正な経理を担保するための支出・収納の流れとチェック機能は
どうか。

子どもたちを詐欺犯罪グループから守るために、どういう生徒指
導を考えているか。

町の役割は。

リファーの結果が出た場合の具体的な支援実施までの流れは。

ウィズコロナの現在、キャッシュレス化等の対応状況はどうか。

奨学資金貸付制度の対象者に成年である本人を含めてはどうか。

会計管理者の役割と責任はどうか。

多様な情報提供と支援を。

支援連携によるコンシェルジュ機能を。

近隣の自治体の地域包括支援センターの運営状況・収支状況をよ
く調べ、参考にしているか。

今後の選定に当たって、伊奈町に本社のある法人ということを、
評価項目のひとつにすることはできないか。

６５歳以上の高齢者が気軽に訪問できる体制は、準備できるか。

体操教室等の開催を期待していいか。

千葉県いすみ市の先進事例を参考にし、取り入れる可能性はある
か。

伊奈町立の小・中学校の給食に関し、１００％有機農産物の給食
の実現を目指したら、どうか。

地域包括支援センターとして、公平・中立の原則は守られるか。

振り込め詐欺グループが、「受け子」に中学生を使って、逮捕さ
れた事例に関し、伊奈町の見解は。

令和４年第１回伊奈町議会（定例会）

質問要旨

一問一答
方式

アウトリーチ型で積極的支援を。

農水省の「みどりの食料システム戦略」の下で、除草ロボットの
導入など、労働の省力化を進め、有機農業を伊奈町で取り入れた
らどうか。

屋外照明へのＬＥＤの普及状況は。

屋外照明による環境影響と対策は。

過去５年間と今年度の受検状況と結果は。

ＬＥＤの普及と光
害対策

滞納と生活困窮者
への支援

新生児聴覚スクリ
ーニング検査と難
聴児への支援
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4 大野興一 1 1

2

3

4

5

6

7

8

2 1

2

3

4

5

3 野焼きについて 1

2

3

5 戸張光枝 1 1

2

3

4

2 1

2

3

3 1

2

3

4 埼玉新都市交通ニューシャトルで利用できるのかどうか。

児童クラブでタブレットを活用した場合の課題は。

障害者手帳の発行状況と障害者手帳の提示が求められる機会は。

宿題にタブレット活用の方針は。

学級閉鎖になったクラスでの遠隔授業の状況は。

電子教科書と指導書の使用状況は。

学級閉鎖等にならず、自宅療養もしくは濃厚接触者で自宅待機し
ている児童生徒への対応は。

教師の指導や教材研究に公費のタブレットの使用はできるのか。

タブレットは業務用と教授用を分けて使用しているのか。

一問一答
方式

一問一答
方式

児童クラブにおいてWi-Fi環境整備は。

本町での公共施設、スポーツ施設、循環バス等で活用はできるか｡

農家での処分すべきものの処理方法の現状は。

産休代替などの教員の補充がされないようなことはあるのか。

働き方改革で向上した業務の改善の内容は。

校務支援システムについて現状はどうか。

児童生徒の相談業務が増えているようだが教育相談員の勤務日は
増加したか。

入力業務等を行う人は誰か。

スクールサポートスタッフはどのように活用しているか。

学校のデジタル化
に伴う諸問題につ
いて

田んぼなどの野焼きのルールづくりの考えはあるか。

教育相談員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカ
ーの配置状況は。

教職員が欠員で未配置な状態はあるのか。

療養中・自宅待機中に遅れをとった児童生徒への補習授業の計画
は。

タブレット等を活用した不登校の児童・生徒への対応状況は。

障がい者が社会参加することができるまちづくりとはどのような
ものか。

農業の伝統行事の保存を。

学校には多様な職種、任用形態の人材がいるが、それぞれの守秘
義務については。

電子化・デジタル化によるデータの共有が増加しているようだが､
データの安全面や漏洩の危険はないのか。

働き方改革を進め
てきたが現在の進
捗状況は

不登校やコロナ療
養者等にタブレッ
トを活用した学習
保障を

放課後児童クラブ
にWi-Fi環境の整
備を

利便性向上のため
障がい者手帳のス
マホでの管理を
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5 戸張光枝 4 1

2

5 1

2

3

6 山野智彦 1 1

2

3

2 1

2

3

3 1

2

3

4 1

2

3

4

デジタル教科書の導入が、学力向上につながるという効果検証は
できていない。どう考えるか。

教育のデジタル化をデジタル庁が２０３０年までに進めるとして
いる。効果が検証されていないデジタル教科書使用を前提として
いる点、さらに個人の学習履歴をすべてデータ化して生涯使える
情報にしようといる点などは、教育の自由を損ねる危険性がある
と思うがどうか。

文科省や仙台市での調査にみられるスマホ長時間使用による学力
低下についての見解は。

実態の把握・公共回収ボックスの適切な設置・官民協働の新回収
モデル策定等への協議体の立ち上げなど、問題解決のご決意は。

大河ドラマになるには、原作としての小説が必要。町制５０周年
アフター事業として小説募集を企画してはどうか。

小説だけでなく、忠次公に関する短歌、俳句、書道、写真、イラ
スト等、企画対象を広げると町民も参加できるのではないかと思
うがどうか。

伊奈町単独ではなく、協定を締結している川口市、つくばみらい
市とも共同で開催できれば、さらに大きなイベントにできるが検
討できないか。

蔓延防止で、飲食店への時短要請が再び行われている。感染防止
策としての効果をどう認識しているか。

国の現行制度に対し町内の中小企業の反応は。

オミクロン株になって、子どもや若年者にも感染は拡大している
が、症状は軽いと言われている。確認している発熱期間や治癒ま
での日数はどれくらいか。

一問一答
方式

オミクロン株は、従来のインフルエンザと風邪のあいだくらいの
もの。身体の免疫力を高める、栄養、睡眠等のほか、屋外での体
操等を積極的に奨励すべきでは。

文科省がＧＩＧＡスクール構想の一環として、デジタル教科書の
導入計画を持ち、議論を進めているが、その概要は。

町内企業の生産性向上のために町ができる支援とは。

自販機リサイクル
ボックスの異物混
入低減の取り組み
を

伊奈忠次公の大河
ドラマ実現に向け
て、小説等の募集
企画を

スマホやＳＮＳの
長時間使用がもた
らす学力低下や生
活への悪影響につ
いての対応は

デジタル教科書の
導入と教育のデジ
タル化に関して、
学力が伸びない懸
念、個人情報の管
理・監視につなが
る懸念について

新型コロナ感染拡
大防止策としての
ワクチン接種、飲
食店への時短要請
の有効性への疑問
とオミクロン株へ
の対応について

中小企業応援、中
古機械の設備投資
に町独自の補助金
を

自販機リサイクルボックスへの異物（一般廃棄物）混入問題をど
のように認識しているか。

異物は一般廃棄物であり、本来は市町村に処理する責任があると
考えるが見解は。

現実に、第６波のオミクロン株陽性者は、ワクチン２回接種者に
も広がっている。いわゆるブレークスルー感染についてどう認識
しているか。

教育現場において、スマホ・ＳＮＳ利用やその長時間使用に関連
する問題の発生と対応の状況は。

１人１台のタブレット端末が、スマホ同様の問題を発生させるツ
ールとなる可能性はないか。
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7 栗原惠子 1 1

2

3

4

5

2 1

2

3

4

5

8 五味雅美 1 住民に寄り添った
徴税行政を

1

2

3

4

5

6

7

2 1

2

3 1

2

3

4

更なる税外収入の確保策の検討を。

これからの５０年
を見据えた行財政
運営について

子ども発達支援に
ついて

指定管理者制度や業務委託等、民間の活力やノウハウの活用によ
る効果的で効率的な行財政運営の取り組みを。

一問一答
方式

この間の住民や事業者支援の利用状況は。

住民論議を喚起するために「地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）」を策定するべきではないか。

窓口の「差押え」の掲示は、相談者を威圧するものであり、やめ
るべきではないか。

大型公共施設の整備が迫る町の行財政運営に対する考えは。

差押え告知はいつ、どのタイミングで行うのか。

国の「子育て世帯への臨時特別給付金」が所得制限で対象外とな
った世帯に対して、同じ内容で町独自の支援を実施すべきではな
いか。

収税課職員の研修制度はどうなっているか。離職、異動要望は他
の部署と比べてどうか。

一問一答
方式

窓口相談の第三者同席について、本人希望であるのに拒否する根
拠は何か。守秘義務は誰に対する何の義務なのか。

将来を見据えた効率的で効果的な行財政運営を図るために、積極
的な企業誘致や創業支援、納税率の向上策等による更なる税収確
保の取り組みを。

住民税等の滞納、納税相談、差押とその告知などの件数について､
特にコロナ前と比べてどのようになっているか。

換価の猶予について、申請と受理、取下げの件数は。

町として小児専門医を依頼して、出張診療することも視野に入れ
て見てはどうか。

固定概念やコスト意識の抜本的な改革を図るため、ＤＸの推進を｡

自宅療養者が増える中で、感染者やその家族の負担軽減のための
支援をするべきではないか。

発達障がい支援の必要性を理解するため、「発達支援マネージャ
ー」の育成研修を受講したらどうか。

地域連携推進マネージャーを当町も配置すべきでは。

納税相談の内容はどのようなものか。また、相談に対する町の基
本方針はどのようになっているのか。

町内１２か所の保育施設に対して、発達などで気になる幼児を保
育しているかどうか等のアンケート調査をして実状を把握すべき
ではないか。

県内自治体の取組み状況は。

巡回支援訪問事業の充実を図るために、現在実施している障害者
生活支援センターあげおの訪問日、訪問回数、面談時間等の見直
しをすべきではないか。

地球温暖化対策実
行計画（区域施策
編）の策定を

コロナ感染拡大で
感染者や家族の負
担軽減を 第６波拡大の中で、感染者や濃厚接触者の医療費、検査費等の負

担はどのように変わったのか。
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9 村山正弘 1 1

2

3

4

10 佐藤弘一 1 1

2

3

4

11 上野尚德 1 1

2

3

4

5

6

7

8

2 1

2

3

4

5

6

7

8

キャッシュレス決
済キャンペーンに
ついて

福祉関連分野での連携は。

災害時など非常時に連携してもらう取り組みは。

現在取り組んでいるその他の連携は。

産・学・官・金・
福　連携による町
の成長戦略は

広域・近隣連携が
もたらす町民生活
への効果は

自治体ＤＸの推進で、連携はより効果を生み出すのか。

町の広域・近隣連携の現状は。

上尾伊奈斎場つつじ苑から考える広域連携の課題は。

成人式は１８歳、１９歳、２０歳の三年代を分けて開催するか、
一同開催かの検討が必要ではないか。

結論を出している自治体を参考に、来年度以降の成人式について､
行政ステップを踏まえ、伊奈町も決定すべきと思うがどうか。

祝行事としての「成人式」の行事名についての検討も視野に入れ
るべきでは。

一問一答
方式

第２弾の伊奈町キャッシュレス決済キャンペーンを実施したが、
町内事業者の反応や実施状況は。

高齢者など、スマートフォンの操作が苦手な方に対する支援など
の対応はしたのか。

予算総額は６，５００万円を計上しているが、ポイント分以外に
要した費用の総額は。

町の成長戦略として取り組む考えは。

これからの広域・近隣連携の進むべき姿は。

町の施設不足を広域・近隣連携で効果的に補えているのか。

町や町内事業者を中心とした連携から生まれた事業、製品、サー
ビスは。

広域連携により大きな効果が期待できる分野は。

広域連携のメリットと課題は。

民間との連携のメリットと課題は。

金融機関と一緒に取り組んだ事業はあるか。

伊奈町・日本薬科大学・いきいき埼玉（県民活動センター）相互
連携協定の成果は。

消防の広域化の最終形態のあるべき姿をどう考えるのか。

どのくらいの方が参加したのか、利用人数は。

国民の祝日「成人の日」１月の第２月曜日と同日に町は成人式を
開催しているが、来年からの成人式をどう考えるか。

一問一答
方式

一問一答
方式

法改正に伴う成年
年齢引き下げへの
対応
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12 青木久男 1 1

2

3

2 1

2

3 1

2

4 1

2

5 1

2

6 安全な水道水は担
保されているか

1

新型コロナウイル
ス（オミクロン株
）について

令和３年度子育て
世帯への臨時特別
給付金について

利用者の声としてどんなものがあったか。

キャッシュレス決
済キャンペーン第
２弾の執行の状況
について

町内中学校の大規
模校化と小規模校
化問題について

食を通じて子ども
等への援助となり
地域住民の交流に
もなる生活支援事
業について

所得制限で受けられない世帯にも支給を検討したらどうか。

小中学校、保育所、放課後児童クラブでの感染状況による対応は
どうしているか。

これからの事業に関する町の支援の現状はどうか。

一問一答
方式

４年目を迎えた同制度は問題解決につながっているか。

１月５日から同月末まで実施された第２弾の予算執行状況はどう
か。

従来株より一層感染力の強いオミクロン株の町内発生状況及びク
ラスター（集団感染）の有無。

対象児童一人当たり現金１０万円は実際の子育て世帯にいきわた
っているか。

指定校変更申請数、許可数の推移はどうか。

塗料メーカーの不正による水道管の安全性が問題視されているが
町水道事業への影響はどうか。

町内で複数開設となっている子ども食堂及び食品を無料で配布す
るフードパントリーの運営や利用の状況はどうか。

自宅療養者は去年８月のデルタ株蔓延時と比して相当数増えてい
ると思われるが町の支援の現状はどうか。
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